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２０１９年度事業報告 
 
 
１ 講習会事業      
 

   建築物環境衛生管理技術者講習会は、定期開催地区の１４コースに松山会場１コースを加

えた計１５コース、知事登録講習会は、新規講習会を５０コース、再講習会では６９コース、

合計１３４コースを実施し、受講者数は９,６６８人であった。 

   講習会の実施にあたっては、教務委員会及び試験問題委員会、修了認定委員会等を適宜開

催し、講習会事業の適正な運営及び講習会の充実と受講環境の向上に努めた。 
 
 
（１）建築物環境衛生管理技術者講習会 
 
  

           講習会の種類 
 ２０１９年度計画  ２０１９年度実績  

 コース   受講者数  
人  

   １,３１０ 

 コース 受講者数  
     人 

   １,３６５   建築物環境衛生管理技術者講習会    １５   １５ 

 
（２）知事登録講習会 
 
  

           講習会の種類 
 ２０１９年度計画  ２０１９年度実績  

 コース   受講者数  
人 

   ３,５１０ 

 コース 受講者数  
    人     
 ２,８５２   新規講習会    ５０   ５０ 

   ① 清掃作業監督者 

  ② 空気環境測定実施者 

  ③ ダクト清掃作業監督者 

  ④ 貯水槽清掃作業監督者 

  ⑤ 排水管清掃作業監督者 

  ⑥ 防除作業監督者 

  ⑦ 統括管理者 

  ⑧ 空調給排水管理監督者 

  １１ 

   ８ 

   １ 

  １１ 

   ３ 

   ４ 

   ６ 

   ６ 

    ９４０ 

    ３６０ 

      ２０ 

     ９６０ 

     ２００ 

     ３００ 

    ３８０ 

    ３５０ 

  １１ 

   ８ 

   １ 

  １１ 

   ３ 

   ４ 

   ６ 

   ６ 

     ７２１ 

      ３５４ 

       ２２ 

     ８０４ 

    １８８ 

    ２６８ 

    ２４３ 

    ２５２ 

  再講習会    ６９    ５，２８０  ６９   ５,４５１ 

   ① 清掃作業監督者 

  ② 空気環境測定実施者 

  ③ ダクト清掃作業監督者 

  ④ 貯水槽清掃作業監督者 

  ⑤ 排水管清掃作業監督者 

  ⑥ 防除作業監督者 

  ⑦ 統括管理者 

  ⑧ 空調給排水管理監督者 

  １４ 

   ８ 

   ２ 

  ２０ 

   ４ 

   ７ 

   ７ 

   ７ 

   １,３２０ 

    ５８０ 

     ３０ 

   １,７５０ 

    ２３０ 

    ５３０ 

    ４５０ 

    ３９０ 

  １４ 

   ８ 

   ２ 

  ２０ 

   ４  

   ７ 

   ７ 

   ７ 

  １,４１７ 

     ５８８ 

     ２４ 

１,７７５ 

    ２５５ 

    ５１５ 

    ５００ 

    ３７７ 

          計  １１９   ８,７９０  １１９   ８,３０３ 

 

     講 習 会 合 計 (１)＋(２)  １３４  １０,１００  １３４ ９,６６８  



(３）２０１９年度地域別開催数（１３４コース） 
 

 区分  札 幌 仙 台 東 京 名古屋 大 阪 広 島 福 岡 沖 縄 その他 合計 

管理 

技術者 
１ １ ６ １ ４ ０ １ ０ １ １５  

 
知事 
登録 

９ ３ ４９ ６ ３３ ４ １２ １ ２ １１９ 

 

  
（前年度実積） 

合計 

（７） 
１０ 

（２） 
４ 

（６７）
５５ 

（７） 
７ 

（４３）
３７ 

（３） 
４ 

（８） 
１３ 

（３） 
１ 

（５） 
３ 

（１４５） 

１３４ 

※ その他：管理技術者１（松山）、知事登録２（貯再：富山・鹿児島） 

 
 
（４） 講習会の円滑な実施等 

 
１） 講習会関連委員会の開催 

講習会の適正、かつ円滑な実施を目的に、教務委員会を始めとした委員会を下記の 

とおり開催した。 

     （委員会開催実績） 
      ・教務委員会          １回 

      ・試験問題委員会        ４回 

      ・受講資格委員会       ２３回 

      ・修了認定委員会        ７回 

      ・地区委員会          ７回 

      ・教授打合会          ６回 

      ・各知事登録講習会委員会   ３４回 

 

２） 講習会テキストの作成等について 

建築物環境衛生管理技術者講習会テキストについては、「新 建築物の環境衛生管理」

（第１版２刷）を発行した。 

知事登録講習会テキストについては、各知事登録講習会委員会を編集組織として法律

改正等を取り入れた改訂を行うとともに、知事登録講習会全般で使用する副教材「建築

物環境衛生制度」については、第６版１刷を作成した。 

 

（５）中央協議会等への協力 

関連団体の行う従事者研修が円滑に実施されるよう、貯水槽管理、排水管清掃及び空

気調和用ダクト管理の各中央協議会の事務局として運営に協力した。 



２  国家試験事業 

   

   建築物衛生法に基づく指定試験機関として、第４９回建築物環境衛生管理技術者試験を次

のとおり実施した。 

   試験実施にあたり、試験委員会（試験実施方針の決定及び合否判定の２回）、幹事委員会 

（試験問題の選定４回）を開催し、適正、公正な試験の実施に努め、合格基準及び正答並び

に試験問題について、ホームページに掲載し公表した。 

   また、受験者からの科目別得点等の個人情報の開示請求については、８６件の請求があり、

個人情報保護規程に基づき開示した。 

 

（１）試験日程等 

   １）試  験  日   ２０１９年１０月 ６日（日） 

   ２）合格発表日   ２０１９年１１月 ５日（火） 

   ３）試 験 地   全国６地区 ９会場 

            （札幌市､仙台市､東京都､名古屋市､大阪市､福岡市） 

（２）受験者数等 
 

   

 

              

 

 2019年度実績 

（2019年度計画） 

① 受験票交付数 

 

               人   

         

１３,２３３   

（１３,３００） 

② 受験者数 

 

            人 

  

１０,１４６   

③ 合格者数 

   

          人 

  

  １,２４５  

 ④ 合格率 

  （③／②） 

         ％ 

     

１２.３ 

 

 

前年度実績 

 

１４,２３５ 

 

１１,０６９ 

 

２,３３９ 

 

２１.１ 

 

 

 

 

３ 検査事業    

 

   建築物衛生法施行規則に基づく室内浮遊粉じん計の較正、飲料水の水質検査並びに水道法

に基づく簡易専用水道の管理の検査、給湯設備等におけるレジオネラ属菌の検査等を下記の

とおり実施した。 

 
   （各種検査実施件数） 
 

  ２０１９年度計画 
              件 
    ６,８５０ 

２０１９年度実績 
              件 
    ７,０３７ 

 

   室内浮遊粉じん計の較正 

   飲料水の水質検査     １,１５０     １,１２５ 

   簡易専用水道の管理の検査       ５００       ４６２ 

   防錆剤品質規格検査         ５         ４ 

   レジオネラ属菌の検査       ５００       ４８０ 

 



４ 調査研究事業  

 

  建築物環境衛生管理における技術面の充実と関連情報集積のため、センターにおいて調 

査研究を実施するとともに、関連学会等の外部関係機関との連携、技術提供及び研究助成を 

行った。 

 

（１） 調査研究 

 

１） センター調査研究 

   ・課 題  「個別空調における衛生管理の実態調査」 

           期 間：２０１９年度 

 
２） 研究助成事業 

① 指定調査研究 

・課 題  「粉じん測定に関する試験用粒子の現状」 

研究者：桜井 博（国立研究開発法人産業技術総合研究所） 

② 一般公募調査研究 

・課 題 １ 「建物環境における微生物群集メタゲノムに関する研究」 

         研究者：鈴木 治夫（慶應義塾大学環境情報学部准教授） 

・課 題 ２ 「建築物環境衛生管理技術者のための給排水衛生設備教材の見える化」 

         研究者：山崎 和生（山崎技術士事務所） 

・課 題 ３ 「レジオネラ属菌検査における特定酵素基質培地の有用性」 

         研究者：石﨑 直人（麻布大学生命・環境科学部准教授） 

・課 題 ４ 「逐次検定法を用いた空気中浮遊粉じんの迅速判定法」 

         研究者：西村 直也（芝浦工業大学建築学部教授） 

    

（２）研究発表、シンポジウム等の開催 

建築物環境衛生管理全国大会において、下記のとおり研究発表、シンポジウム等を開

催した。 

・研究発表  ２３題(調査研究部門 １５題、事例報告部門 ８題) 

・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 「建築物における危機管理」 

             座長：柳  宇 (工学院大学建築学部建築学科教授) 

・専門講座 「２０２０年東京オリンピックに向けたネズミ・昆虫等防除」 

            講師：元木 貢 (公益社団法人東京都ペストコントロール協会副会長） 

・特別講演 「建築分野におけるドローン技術の現状」 

           講師：宮内 博之 (国立研究開発法人建築研究所材料研究グループ主任研究員) 

 

（３）関連学会等との連携 

日本防菌防黴学会、日本空気清浄協会、日本エアロゾル学会、室内環境学会等へ参加

し、調査研究成果の発表及び技術、知見の向上を図った。 



５ 出版及び広報事業    

 

（１）出版事業 

 

（２０１９年度の出版及び販売） 

書  籍  名 作製実績 販売実績 

季刊誌「ビルと環境」   ３,６３０部 １,６３７部 

新 建築物の環境衛生管理(第１版１刷) － ４５５部 

新 建築物の環境衛生管理(第１版２刷) ４，１００部 － 

レジオネラ症防止指針(第４版) － １８６部 

改訂特定建築物における建築確認時審査の 

ためのガイドライン 
－ 

 

８４部 

 

 

 

（２）広報事業 

 

１）第４７回建築物環境衛生管理全国大会 

    ・ﾒｲﾝﾃｰﾏ  建築環境のリスクと安全を考える 

－東京オリンピック・パラリンピックを機に－ 

    ・実 施  ２０２０年１月２３日(木)・２４日(金) 

    ・会 場  東京：(一財)日本教育会館一ツ橋ホール 

・行 事  式 典、特別講演、専門講座、シンポジウム、研究集会 

・参加者  延べ１,１００名(２日間) 

 

２）全国大会式典における表彰 

    ・建築物における衛生的環境の確保に関し顕著な功績のあった者 

       厚生労働大臣表彰：１９名 

       センター会長表彰：２５名 

    ・第４６回全国大会研究集会優秀発表表彰 

         調査研究部門：優秀賞２題、特別賞１題を表彰 

         事例報告部門：最優秀賞１題、優秀賞２題、奨励賞２題を表彰 

 

 


